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　曇った街　
1916（大正５）年～2000（平成12）年
旭川市生まれ。
1955（昭和30）年の作品。油彩、キャンバス（90.9×72.7㎝）。

　旭川市に生まれる。家具卸業「北島商店」を経営し、日本
五大家具産地の一つとして「旭川家具」という地域ブランド
の道筋を示した人物として知られる。その功績から、1993年
に勲五等双光旭日章を受章した。10代のころから東京の川端
美術学校で絵を学び、会社経営のかたわらで日記のように絵
画を制作。1946年、北海道アンデパンダン美術協会設立に参
加するなど、道内のアンデパンダン運動の立役者でもある。

脱退後は自宅で制作を続け、公に作品を発表することはほと
んどなかった。
　　　　　　　　　　◇　　　◇　　　◇
　本作は北島の画業中期の作品で、当時強い関心を示してい
たキュビスムの影響が色濃く表れている。ただし太い線や幾
何学的な図形で画面を分割する方法に必然性は見て取れず、
北島がたんにキュビスムの理論に追従しようとしていたわけ
ではなかったことが窺われる。
　この時期、北島は旭川家具産業の改革に邁進しており、心
身の疲労は並々ならぬものであったことが想像される。一頭
の馬が町並みを闊歩する様子が描かれているが、暗く沈んだ
色調は、当時の北島の心象なのかもしれない。
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